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大学入試センター試験4日 金 センター試験直前補習( )～ 19日 土( )

〃 (向陽高校)8日 火( ) 3学期始業式 20日(日)

センター試験自己採点身だしなみ指導 21日(月)

3年学年末考査進路講演会 22日 火( )

（2５日まで）14日 月( ) 成人の日

百人一首大会決勝15日 火 24日 木( ) ( )3年学年末考査発表

3年学年集会基礎力診断テスト 25日 金( )

ホルムアルデヒド検査 英語検定・漢字検定16日 水( )

百人一首大会予選 学校評議員会17日 木 30日 水( ) ( )

61名が協力献血
19日（水 、献血協力活動がありました。生徒会も積極的）

に呼びかけを行ったこともあって、生徒、職員あわせて6１

名が協力しました。日赤血液センターの方も「慢性的な血液

不足の中、大勢の若い方が協力してくれ大変ありがたい」と

喜んでくれました。昨年から献血協力の呼びかけを行ってい

「大勢の生徒が献血に協力してくる前生徒会長の道尻君は、

れてうれしい。献血が初めての人もいたと思うが、一度経験

すると次からは抵抗なく受

けられるようになる。来年

も生徒会が積極的に声かけ

をして、ぜひ協力して欲し

と話してくれました。い 」。

協力してくださった生徒の

みなさん、先生方ありがとう

ございました。
献血車の前で順番を待つ生徒

よみかたりボランティア
古座校舎で「よみかたりボラン

ティア」の活動を行っている生

徒が17日に出雲小学校を訪問

し、絵本などの読み語りを行い

ました。生徒たちは、これまで

養成講座に参加したり、文化祭

「 」で来校者を対象に よみかたり

を行うなど経験を積んできてい

ますが、校外に出かけての出前

活動は、はじめてです。

今回、活動に参加したのは田

中葵さん(2C 宮本京佳さん 2）、 （

Ｃ）海出珠里亜さん（1Ｃ）の3

人。全校児童２８名の前で、そ

れぞれ違う作品を読んで紹介し

ました。はじめに読んだ、田中

「最初だったので緊張しさんは

、 。ましたが 小学生の反応がよくて楽しく読み語りができました

聞き手とのコミュニケーションをうまくとることが大切だと感

と感想を述べてくれました。なお、よみかたりボじました 」。

ランティアを行っている生徒は8名で、次回は、1月に一部メ

ンバーを交代して三尾川保育所に出かける予定です。

児童を前に絵本を読む生徒

小学生からのお礼の手紙

生徒も伝統芸能を体験狂言鑑賞
14日（金）町文化センター

にて、県文化振興財団主催の

狂言鑑賞教室があり、両校舎

の生徒が鑑賞しました。上演

の前に生徒8人が舞台に上が

り、狂言独特の笑い方や、言

い回し、歩き方等について、

実際に劇団の方から指導を受

け体験しました。その後 「附子 「蝸牛」の二本が上演され、 」

、 、ましたが ほとんどの生徒が初めて見る狂言にもかかわらず

プロの演技に引き込まれ、会場は笑いで包まれました。

狂言を体験する生徒たち

演劇部冬公演「ウサギと狼」
16日（日）古座校舎体育館において演劇部の冬公演がありま

した。題目は「ウサギと狼 。罠にかかったウサギと狼との友情」

を描いた内容で、今年度の県高校文化祭演劇会でも本校演劇部

が上演したものです。会場となった体育館には、寒い中約100

名の方が来場され、熱のこもった演技に見入っていました。

土井崇裕部長のコメント「10年ぶりの公演会を成功させるこ

とができてよかった。普段はほとんどが高校生対象なので、一

般のお客さんもいる前での演

技は緊張しました。後輩たち

には演劇部の火を消さないで

活動を続けていって欲しいと

願っています 」。

なお、この日は串本校舎の

自然科学部や商業部の有志生

徒も応援に来てくれ、受付等

を担当してくれました。ウサギと狼の1シーン

有意義な冬休みにしよう！２学期終了
21日(金)2学期が終了しました。式に先立ち、まず今学

期大会等で活躍したソフトテニス部や、陸上競技部、ＥＳＳの

部員たちが壇上で表彰を受けました。

続いて行われた終業式では、学校長から「命の大切さ 「コミ」

ュニケーションについて」とい

うテーマの講話があり、自らの

課題を解決するために今何をし

なければならないかを考え、有

意義な冬休みにしよう。３年生

は進路実現に向けて最後まであ

きらめることなく努力を続けよ

うという呼びかけで2学期が締

めくくられました。 賞状を受け取る陸上競技部の生徒

「地域のたからもの」1年ＥＳＤ学習
20日（木 、ESD学習の1学年発表会がありました。今回1）

年が取り組んだテーマは「地域のたからもの 。一人ひとりが、」

自分が思う「たからもの」を選び、それについて調べた内容を

発表するというものです。1学年では今回の作品をまとめ、日本ユ

ネスコ協会連盟が主催する「第4回私

の町のたからものコンテスト」に応募

したいと考えています。

生徒の人気投票で上位3位に選ばれた作品

1位 （1B 柳瀬健人）WE NATINO HAMA！

（ ）2位 AYUと文化 1C 坂本 創

（ ）3位 地域の宝物 1A 沢谷涼香スライドで発表


